
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂祝小学校では今年度、ポルトガル語で書かれた本を 66 冊購入しました。

カラフルなイラストや日本にはないタッチの絵で子どもたちの関心を集めてい

ます。今まで、英語で書かれた本はありましたが、ポルトガル語を母国語にも

つ児童や保護者が増えたこともあり、以前から取り入れたいと思っていました。 

 

児童からは、『このキャラクターは、テレビで見たことがあ 

るよ！』『あ、これ知ってる！』と嬉しそうに借りていく姿 

が見られます。 

第 2１号 令和 2 年１２月 
－編集・発行－ 

子どもの読書活動実行委員会 

『Ｏｐｅｎ Ｂｏｏｋ』とは 

 坂祝町の読書に関わる団体の代表と教育委員会事務局で構成されている、子どもの読書活動実行委員会が上記の 

スローガンのもと『読書の町 さかほぎ』をめざして活動している内容や、本に関する情報を発信する紙面です。 

坂祝町子どもの読書活動推進スローガン   

  「本開き 無限の世界へ旅しよう！」 

        サブスローガン ～おやすみ前は絵本のじかん～ 

☆★図書館（室）のコロナ対策★☆ 

 児童からは、『このキャラクターは、テレビで見たことがある

よ！』『あ、これ知ってる！』と嬉しそうに借りていく姿が見ら

れます。 

中央公民館図書室では『日本語多読 英語多読教室』（坂祝町主催）の要望と、

今年度から小学校で外国語が教科化されたことを受け、英語の絵本を２４冊購入

しました。『はらぺこあおむし』『バムとケロシリーズ』『コロちゃんはどこ？』

『ぼちぼちいこか』『てぶくろ』『スイミー』などおなじみの絵本です。CD 付き

の絵本もありますので、希望される方は司書にお申し出ください。 

 

★☆外国語の本が入りました☆★ 

・館内の出入りの時に手の消毒 

・学級または学年ごとに利用日を分け、密を避ける 

・床にラインを引いてカウンター前の密を避ける 

・机の座席の間隔をあけて座る（従来の１/2） 

・カウンターにアクリル板を設置（小） 

・返却された本すべての消毒（中･感染症拡大時） 

★昼休みに図書館利用できる日が減ってしまった

かわりに、1 回の貸出冊数を増やしたり（小・中）

貸出期間を長くしたり（中）するなど、できるだけ

児童生徒の手元に常に本があるように工夫をして

います。 

坂祝小・中学校 中央公民館 

・手指消毒・マスク着用・検温・入室者チェック表の記載

の徹底 

・イスに座っての学習は 1 日２時間以内（席数は従来の１/2） 

・対面での会話は控え、滞在時間は短くする 

・図書室のカウンターにカーテンを設置 

・ドアは全面開放、窓もできる限り開放 

・1 日最低 2 回机やイスを消毒 

・返却本は１日置いてから配架 

★9 月頃から図書室の利用は、昨年度比９割くらいに戻り

つつありますが、お互いへの思い遣り、気遣いを持って上

手に図書室を利用していただければと思います。 

坂祝町の図書館（室）では、新型コロナウイルス感染症予防のため、下記の対策をしながら本の貸し出しを

行っています。ご利用になる際は、ご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂祝幼稚園「よみきかせ講座」アンケート（紙面ワークショップ）の回答からの抜粋です。それぞれの本へ

の想いが伝わり、とても暖かい気持ちになります。この思いを共有することで、お子さんへのよみきかせやご

自身の気分転換としての読書にこれまで以上に興味をもっていただけると嬉しく思います。 

中央公民館図書室にコーナーを設けますので、ぜひご覧になってください。 

あなたの思い出

の絵本を教えて

ください。 

大人になって心が

動いた本を教えて

ください。 

 

・息子が小学１年生の時に

読んだ絵本。『毎晩寝る前に

愛犬に「大好きだよ」と伝え

ていたから、いくらかきもち

がらくだった』という場面が

とても考えさせられました。

息子と寝る前、今日がんばっ

たことや良かったことを伝

え合うようになりました。 

ﾊﾝｽ･ｳｨﾙﾍﾙﾑ 

（評論社） 

 

一
般
向
け
図
書 

 

上下全２冊 

ﾕｳﾞｧﾙ･ﾉｱ･ﾊﾗﾘ 

（河出書房新社） 

・迷いが晴れて

スッキリする。 

・絵や内容が子

どもながらに怖

かったのですが

妙に心に残って

何度も読みまし

た。 

ハインリッヒ・ホフマン 

（ほるぷ出版） 

・テンポの良い展

開、声に出して心

地よい日本語、魅

力的な絵、この本

を子どもに読んで

あげたいと思って

いました。 
長谷川摂子/ふりやなな 

（福音館書店） 

西巻茅子（こぐま社） 

・次々と柄が変わ

るワンピースを楽

しみながら読みま

した。 

・「こんなワンピ

ースが欲しい」と

母にお願いした覚

えがあります。 

・幼稚園に行きた

くない時、母親が

この本を読んでく

れて大好きになり

ました。その後幼

稚園が好きになり

笑顔で登園した記

憶があります。 
西内みなみ/堀内誠一 

（福音館書店） 

ヨシタケシンスケ 

（ブロンズ新社） 

・子どもの頭

の中をのぞか

せてもらった

気分になりま

した。おもし

ろかった。 

minchi 

（岩崎書店） 

 

・一歳半くらいの子どもの「あるあ

る」な行動が描かれている本です。子

育てに疲れてしまった時に出会った

ら、くすくすと笑ってしまうような

かわいい行動ばかりでした。 

「うちの子もやってたな…」と成

長したことに感謝する気持ちになれ

た一冊でした。 

とにかく

絵がかわい

くてキレイ。

夢があり、子

どもも親も

楽しめます。 

小手鞠るい/高橋克也

（出版ワークス） 

・長男が小学校に入

学して初めて借り

てきた本でした。く

んちゃんと同じよ

うに新しい環境に

戸惑いながらも頑

張ってるんだな、と

思って胸が熱くな

りました。 

ﾄﾞﾛｼｰ･ﾏﾘﾉ 

（ﾍﾟﾝｷﾞﾝ社） 

東野圭吾（集英社） 

・ページをめくる指がとまらな

くなったのは今のところこの

「白夜行」だけです。東野さん

はみんな面白いのですが、白夜

行は衝撃度が違います。2 人の

行動にドキドキしながら読み

終えてしまいました… 

原田マハ 
（徳間書店） 

・心が浄化さ

れるような

素敵な物語

です。 

マリア・テルリコフスカ/ 

ポプダン・プテンコ 

（福音館書店） 

・形をかえなが

ら冒険していく

「しずくくん」。

イラストがユニ

ークで表情豊か

でとても楽しか

った。 


